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A)他チームの発表を聞いて 

 今回の発表では、車依存社会において高齢者の免許返納が進まない原因を整理し、公共交通機

関の整備やデマンド交通の導入といった現実的な解決策が示されている点が大きな特徴である。

特に、公共交通の不便さと免許返納への不安が互いに影響し合っているという分析は説得力があ

り、課題同士のつながりを意識した構成になっていると感じた。一方で、オムライス班の発表で

は、交通事故を減らすために「人の注意力」に頼るだけでなく、道路そのもののデザインを工夫

するという考え方が重視されていた。色や光など視覚的な工夫によって、ドライバーや歩行者に

自然と注意を促す仕組みは、高齢者にとって特に有効であると考えられる。このような道路環境

の改善は、免許返納後に歩行者となる高齢者の安全を守ることにもつながる。また、レインボー

ロードの取り組みでは、高齢者だけでなく、子どもや障がいのある人など、誰にとっても分かり

やすく安全な道路を目指すユニバーサルデザインの視点が取り入れられていた。これは「免許を

返納しても安心して外出できる社会」を実現する上で重要な考え方であり、交通サービスの充実

とあわせて、道路環境そのものを整える必要性を示している。さらに、事故が起きやすい場所や

状況を分析し、対策を行うという点も参考になる。免許返納を促すためには、公共交通の整備だ

けでなく、返納後の生活空間が安全であることを示すことが不可欠である。レインボーロードの

考え方を取り入れることで、免許返納を「不便な選択」ではなく、「安心して暮らすための前向き

な選択」として捉えられる社会に近づくと考える。 

 

B)地方都市における交通の問題を総合的に解決するための自分の意見 

 これまでの授業を通して、地方都市における交通の問題は、単に移動手段が不足しているとい

うだけではなく、人口減少や高齢化、車依存の進行、公共交通の衰退など、さまざまな要因が重

なって生じていることが分かった。特に地方都市では、日常生活の多くを車に頼らざるを得ない

環境が当たり前になっており、そのことが高齢者の免許返納が進まない大きな理由になっている

と感じた。自分たちのスライドでは、免許返納が進まない背景として、公共交通機関の利便性の

低さや、返納後の生活への不安が大きいことを挙がった。病院やスーパーまでの距離が遠く、タ

クシーは料金が高いうえに利用しづらい状況では、免許を返納することが生活の不便さに直結し

てしまう。そのため、免許を返納しない高齢者を個人の判断の問題として見るのではなく、車に

依存せざるを得ない社会の仕組みそのものを見直す必要があると考えた。こうした課題に対して、

デマンド交通や送迎サービス、公共交通機関の割引制度などは、免許返納後の生活を支える現実

的な対策である。しかし、授業やレインボーロードのスライドを通して、交通問題の解決には移

動手段を増やすだけでは足りないことにも気づかされた。オムライス班の発表では、人の注意力

に頼るのではなく、道路の色や光といった工夫によって自然と注意を促す仕組みが取り入れられ

ており、この考え方は地方都市の交通問題を考えるうえでとても重要だと感じた。地方都市では、



免許返納が進むほど、歩行者として生活する高齢者が増えていく。そのため、返納を促すには、

返納後に歩くこと自体が安心できる環境を整えることが欠かせない。見やすい道路表示や分かり

やすい交差点、歩行者が安全に通れる空間は、高齢者だけでなく、子どもや障がいのある人にと

っても暮らしやすさにつながる。レインボーロードに見られるユニバーサルデザインの考え方は、

免許返納を「不便な選択」ではなく、「安心して生活するための前向きな選択」として捉え直すき

っかけになると考える。また、地方都市の交通問題を考えるうえでは、課題同士がつながってい

ることを意識することも大切である。公共交通の利便性が低いことで利用者が増えず、利用者が

少ないためにサービスが縮小され、さらに車依存が進むという悪循環が生まれている。この状況

を改善するためには、すべての問題を一度に解決しようとするのではなく、他の課題の原因にな

っている部分に重点的に取り組む必要があると考えた。公共交通の充実と、レインボーロードの

ような道路環境の改善を同時に進めることで、免許返納後の生活への不安は軽減される。移動手

段が確保され、歩いても安全な街になれば、高齢者が免許を返納する心理的なハードルも下がる

だろう。以上のことから、地方都市の交通問題を総合的に解決するためには、交通サービスと道

路環境の両面から取り組むことが重要であり、交通を「移動の手段」だけでなく、「安心して暮ら

すための基盤」として捉え直す必要があると考える。おそらく交通の問題に関してはお金をかけ

ればかけるだけよくなるが、いまできることを考えていくのが理想的である。 

 


